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附録

5.横断歩道および停止線の位置の決定

B

D

A�
中央帯�

原則としてこの断面より�
上流側に設置する�

停止線間距離が長い場合には�
この範囲内まで出すことができる�

2m

横断歩道�

C�
中央帯�

■停止線の位置における留意事項�
1停止線は，原則として車道中心線に直角に設置する．�
2横断歩道がある場合は，その手前位置１～２mに設置
する．�

3交差道路側の走行車両を十分な見通し距離をもって視
認できる位置に設置する．�

4交差道路側の右左折車の走行に支障を与えない位置に
設置する．�

■横断歩道の留意事項�
1 可能な限り，歩行者の自然な流れに合致させることが必要であ
る．�

2 横断歩道はできるだけ車道に直角に設置する．�
3 横断歩道はできるだけ交差点の中心部によせる．この時交差す
る道路側の横断歩道とは重ならないようにする．�

4 横断歩道の長さは15m以下とすることが望ましい．�
5 横断歩道の幅は，通常４mでは原則として以上とし，やむを得
ず縮小する場合であっても３mを限度とするが，特に必要があ
るときはこの限りではない．�

a ：最低１m，歩行者横断待ちスペース
を確保する必要がある時３～４m�

b ：右折走行軌跡の形状により決まる�
c ：１～２m�
d ：左折車の歩行者横断待ちスペース�
e ：２m程度�
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附録

6.右折車線長の設計

■減速に必要な長さ（rd）�
　rd＝Max {rd1,rd2 }�



■右折車線長（L）�
　L＝rd+rs

■減速必要長（rd1）�
〔単位：m〕�

右折車線長（L）�

減速必要長（Rd1）�

すりつけ長（Rd2）�

滞留長（Rs）�

rt rd rs

■滞留長（rs）�
　　　　　　rs＝λr・N・S�
rs  ：滞留に必要な長さ〔m〕�
 λr ：右折車線長係数�
 N ：平均右折車数〔台/サイクル〕�
 S ：停止時の平均車頭間隔〔m〕�

　なお，右折車線長係数λrは附表 4.1の通りで
ある．�
�

附表 4.1　右折車線長係数λrの値�
�
�
�
�

またN，Sは以下のようにして求める．�
　

N=
n

　 3,600

C

　nは１時間当たりの右折台数，Cはサイクル長�
　S=（6.0m・普通車混入率/100＋12.0m・大型車

混入率/100）�
　上記の式より求めた必要滞留長を設置された
停止線位置より道路延長方向に確保する．�
�
■すりつけ長（rd2）�
　

rd2=
V・ΔW

6

　rd2 ：テーパ長〔m〕�
　 V ：設計速度〔km/h〕�
　ΔW ：横方向のシフト量〔m〕�
  （付加車線の幅員と考え�
  　てよい）�

区分
地方部の 地方部の従道路

設計
主道路 および都市部の道路

速度〔km/h〕

80 60 45

60 40 30

50 30 20

40 20 15

30 10 10

20 10 10

平均右折台数
２ ３ ５ ８

10台
〔台/サイクル〕 以上

右折車線長係数λr 2.2 2.0 1.8 1.6 1.5

■本線シフトの区間長（rt）

注）ΔＷ；本線の横方向のシフト量〔m〕

地域区分 地方部 都市部

設計 計算式 最小値 計算式 最小値
速度V（km/h） （A） （B） （A） （B）

80 85 － －

60 60 40

50 40 35

40 35 30

30 30 25

20 25 20

V•∆W
2

V•∆W
3

V•∆W
3

－ 46 －� － 47 －�

S T E P 1 S T E P 2 S T E P 3 S T E P 4 S T E P 5 S T E P 1 S T E P 2 S T E P 3 S T E P 4 S T E P 5

左折導流路の設計フロー�

図 2.2.2　左折導流路の設置例�

S T E P 3 . 2 左折導流路の設計�

　本ステップでは，平面交差における左折交通を安全かつ円滑に処理するための，左折導流路について設

計上の留意点を示す．�
�

（１）左折導流路�

○左折導流路は，左折車の走行位置を特定し，安全な経路に誘導することで，交通の整流化を図るこ

とを目的として設置する．�

�

（２）左折導流路の設計 �

○左折導流路は，車両の通行軌跡を幾何的に定義し，外側円（半径；Ｒo），導流路（幅員；Ｗo），

内側円（半径；Ｒi），すり付けに必要な緩和円（半径；Ｒr）から構成される．�

1左折外側半径（Ro）の決定�

都市部の交差点では，一般的に交差角が90°に近いときには，13～15ｍ程度の半径をとればよい．�

2左折導流路幅員（Wo）および左折内側半径（Ri）の決定�

左折導流路幅員は表 2.2.2を用いて，設計車両と導流路の外側半径から決定する．内側半径は，外

側半径から導流路幅員を引いた値とする．�

3緩和円半径（Rr）の決定�

緩和円半径は，内側半径の３～４倍程度とする．交通軌跡の内側線は，緩和円～内側円～緩和円

という構成になる．（内側円および緩和円で構成される軌跡を三心円という）�

4左折導流路の設置�

左折外側半径，左折導流路幅員，左折内側半径および緩和円半径を決定し，STEP3.1で通行方法

が決定した車線へ設置する．�

�

（３）左折導流路設計の留意点�

○交差点形状，交差角，速度，交通量などの事情に配慮して，STEP3.1で決定した設計車両および通

行方法により，適切な左折導流路の設計を行う．�

○都市部にあっては，用地制約，損失時間や歩行者横断時間の短縮による効率を考慮して，回転半径

を小さくして交差点のコンパクト化を心がけることが重要である．（図 2.2.2 直角交差点参照）�

○左折導流路の外側半径は交差角度に応じて決定する．交差点のコンパクト化に配慮して，出来る限

り小円を設置すると良い．�

○交差角度が鋭角な交差点は，交差角と外側半径の関係から交差点が大きくなる傾向にある．右左折

導流路の交通軌跡相互に余地が発生するため，導流島を設けて停止線間距離の短縮を行うケースも

ある．導流島を設ける場合，歩行者の安全確保が重要であり，歩行者が滞留するのに必要な空間を

十分に確保するなどの配慮が必要である．（図 2.2.2 鋭角な交差点参照）�

○鈍角部の外側半径は，緩和円相互が重ならない様大きな外側円を設置する．（ただし，交差角の大

きさにより内側円設置が行えない場合があり，適宜選定することが重要である）�

「3.6.4（2） 導流路」参照�

表 2.2.2　導流路幅員�

1左折外側半径（Ro）の決定�

2左折導流路幅員（Wo）�
および左折内側半径（Ri）の決定�

3緩和円半径（Rr）の決定�

4左折導流路の設置�

・都市部で交差角が90˚に近い交差点では，左折外側半径Roは，13～15ｍで設置する
とよい．�
外側半径の最小値はRo=13mである．�

・表2.2.2に示す導流路幅員により設計車両と外側半径（Ro）から決定する．�
内側半径（Ri）は外側半径（Ro）から導流路幅員を差し引いた値である．�
　Ri = Ro － Wo�
・セミトレーラを設計車両とする場合，導流路幅員が7.5～8.5ｍと大きく，内側半径が
小さくなる．緩和円が交錯し設置できないこともあるので注意が必要である．�

・内側半径の３～４倍程度の緩和円を内側半径と流入出車線の内側線に接する
単円で設置する．�
　Rr =（３ ～ ４）× Ri

・表2.2.1に示す通行方法にしたがって，1～3で決定した要素を設置する．�
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第３種第１級，第４種第１級）�
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（その他の道路）�

 13以上 14未満 8.5 
5.5
�

 14 15 8.0�
 15 16 7.5�
 16 17 7.0 5.0�
 17 19 6.5�
 19 21 6.0 

4.5
�

 21 25 5.5�
 25 30 5.0 

4.0
�

 30 40 4.5�
 40 60 4.0 

3.5
�

 60  3.5

〔単位：ｍ〕�
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1.1.1平面交差点計画設計の意義�
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本書の特徴�

改訂にあたって�

　本書は，いわゆる“交差点”の幾何構造

を縦糸に，交通規制や交通信号制御を横

糸として，計画・設計・運用に関する基本

的かつ重要な事項を，初心者を対象として

体系的にかつ平易に記述しています。�

　本書は，昭和44年に交通工学講習会の

テキストとしてまとめられた「平面交差の計

画と設計」を起源としており，昭和52年出

版の「最新 平面交差の計画と設計」，昭

和59年出版の「平面交差の計画と設計－

基礎編－」に続く改訂版です。�

　本書の今改訂では，全体を3部構成として，

第１部では交通容量と交通需要の関係な

ど基本概念の記述を充実させています。

第2部では，図表を多用して計画・設計の

全体構成を視覚的に解説するとともに，第

3部の「具体的手法」との関係を明記する

ことにより，「簡単ナビゲータ」的な機能を新

設しました。�

　本書は，従来の交通工学分野の皆さん

はもちろん，「大規模小売店舗立地法」な

どにより新たに交通検討に関わろうとして

いる皆さんのニーズにも十分に応えること

ができるものと確信しております。�

■　読者アンケートにより収集した相当数の要望等が，新規観測データ

等とともに改訂内容に反映されている．�

■　「２．計画設計の進め方」を新設し，各設計項目の目的および設計上

の留意点を，それぞれの関連性がわかりやすいように，計画設計の

流れに沿って概術されている．�

■　「３．計画設計の具体的方法」で詳述される各設計項目が，「２．計画設

計の進め方」の流れと関連づけられることにより，体系的な整理が

行われている．�

■　「附録4　幾何構造作成の手順」を詳細な図解入りで新設した．�
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可能な限り，歩行者の自然な流れに合致させることが必要であ
る．�
横断歩道はできるだけ車道に直角に設置する．�
横断歩道はできるだけ交差点の中心部によせる．この時交差す
る道路側の横断歩道とは重ならないようにする．�
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